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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月18日(2011.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体現像剤で現像された像が転写される転写ベルトと、
　前記転写ベルトを駆動させる駆動ローラと、
　前記転写ベルトを巻き掛けるとともに、前記転写ベルトにテンションを付与する巻回ロ
ーラと、
　前記転写ベルトをクリーニングするクリーニングローラ及び前記クリーニングローラで
クリーニングされた転写ベルトを有するクリーニングブレードを有するクリーニングユニ
ットと、
　前記巻回ローラと前記巻回ローラとを同軸に軸支するとともに、前記クリーニングユニ
ットを配設するクリーニングフレームと、
　を備えることを特徴とする転写装置。
【請求項２】
　前記駆動ローラ及び前記巻回ローラを軸支するテンションフレームを有する請求項１に
記載の転写装置。
【請求項３】
　潜像が形成される潜像担持体と、
　前記潜像担持体に形成された前記潜像を液体現像剤で現像する現像部と、
　前記現像部で現像された像が転写される転写ベルトと、
　前記転写ベルトを駆動させる駆動ローラと、
　前記転写ベルトを巻き掛けるとともに、前記転写ベルトにテンションを付与する巻回ロ
ーラと、
　前記転写ベルトをクリーニングするクリーニングローラ及び前記クリーニングローラで
クリーニングされた転写ベルトを有するクリーニングブレードを有するクリーニングユニ
ットと、
　前記巻回ローラと前記巻回ローラとを同軸に軸支するとともに、前記クリーニングユニ
ットを配設するクリーニングフレームと、
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　前記クリーニングフレームは回動し、前記クリーニングブレードの回動により前記クリ
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ーニングローラ及び前記クリーニングブレードを前記転写ベルトに当接もしくは離間させ
る請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記駆動ローラ及び前記巻回ローラを軸支するテンションフレームを有する請求項３ま
たは４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記クリーニングフレーム支持部材に前記クリーニングフレームの回動を規制する回動
規制部材を設けるとともに、前記テンションフレームに前記回動規制部材と係合する回り
止め押さえ部材を有する請求項５に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】転写装置及び画像形成装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、液体現像剤像を転写する転写装置及びこれを備えた画像形成装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の転写装置は、前記課題を解決するために、液体現像剤で現像された像が転写さ
れる転写ベルトと、前記転写ベルトを駆動させる駆動ローラと、前記転写ベルトを巻き掛
けるとともに、前記転写ベルトにテンションを付与する巻回ローラと、前記転写ベルトを
クリーニングするクリーニングローラ及び前記クリーニングローラでクリーニングされた
転写ベルトを有するクリーニングブレードを有するクリーニングユニットと、前記巻回ロ
ーラと前記巻回ローラとを同軸に軸支するとともに、前記クリーニングユニットを配設す
るクリーニングフレームと、を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、本発明の転写装置は、前記駆動ローラ及び前記巻回ローラを軸支するテンション
フレームを有する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、本発明の画像形成装置は、潜像が形成される潜像担持体と、前記潜像担持体に形
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成された前記潜像を液体現像剤で現像する現像部と、前記現像部で現像された像が転写さ
れる転写ベルトと、前記転写ベルトを駆動させる駆動ローラと、前記転写ベルトを巻き掛
けるとともに、前記転写ベルトにテンションを付与する巻回ローラと、前記転写ベルトを
クリーニングするクリーニングローラ及び前記クリーニングローラでクリーニングされた
転写ベルトを有するクリーニングブレードを有するクリーニングユニットと、前記巻回ロ
ーラと前記巻回ローラとを同軸に軸支するとともに、前記クリーニングユニットを配設す
るクリーニングフレームと、を備えることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明の画像形成装置は、前記クリーニングフレームは回動し、前記クリーニン
グブレードの回動により前記クリーニングローラ及び前記クリーニングブレードを前記転
写ベルトに当接もしくは離間させる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の画像形成装置は、前記駆動ローラ及び前記巻回ローラを軸支するテンシ
ョンフレームを有する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明の画像形成装置は、前記クリーニングフレーム支持部材に前記クリーニン
グフレームの回動を規制する回動規制部材を設けるとともに、前記テンションフレームに
前記回動規制部材と係合する回り止め押さえ部材を有する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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